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原
野
商
法
か
ら
守
っ
た
離
農
跡
地
に
始
ま
る

　

北
海
道
知
床
半
島
は
中
央
山
岳
部
の
分
水
線
に
よ
っ
て
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
斜
里
町
と
根
室
管
内
羅
臼
町
に
分
か
れ

て
い
る
。
そ
の
斜
里
町
側
の
す
そ
野
に
広
が
る
約
八
六
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
台
地
岩
尾
別
が
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
運
動
の
舞
台
で
あ
る
。

　

こ
の
岩
尾
別
地
区
は
、
国
策
に
よ
り
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
開
拓
の
鍬
が
入
っ
た
が
、
過
酷
な
気
象
条
件
と
粗

悪
な
土
質
の
た
め
離
農
者
が
相
次
い
だ
。
斜
里
町
は
こ
の

よ
う
な
開
拓
者
の
苦
悩
を
た
だ
見
過
ご
し
て
い
た
訳
で
は

な
い
。
当
時
の
藤ふ
じ
や
ゆ
た
か

谷
豊
町
長
、
膨
大
な
国
費
を
投
入
し
な

が
ら
開
拓
の
成
果
が
な
い
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
移
転
の

た
め
の
住
宅
建
設
や
就
業
先
の
斡
旋
、
生
活
資
金
の
手
当

て
な
ど
開
拓
者
の
民
生
安
定
対
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
し
か
し
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
ま
で
営
農
し

て
い
た
最
後
の
一
戸
が
離
農
し
、
約
六
〇
年
間
に
及
ぶ
岩

尾
別
開
拓
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

　

残
さ
れ
た
離
農
跡
地
は
、
一
部
、
原
野
や
山
林
に
変
わ

り
農
業
者
以
外
に
も
渡
っ
た
が
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た

の
が
一
九
七
二
年
、
当
時
の
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
田
中
角

栄
が
提
唱
し
た
「
日
本
列
島
改
造
論
」
で
あ
る
。
土
地
の

価
格
が
一
年
間
で
三
〇
％
以
上
も
上
昇
し
た
こ
の
土
地
投

機
ブ
ー
ム
は
、
原
野
商
法
と
い
う
手
法
を
生
み
、
地
の
涯

と
い
わ
れ
た
知
床
に
も
押
し
寄
せ
、
残
さ
れ
て
い
た
離
農

跡
地
は
道
内
外
の
不
動
産
業
者
に
よ
っ
て
次
々
と
買
収
さ

れ
て
い
っ
た
。
自
然
環
境
を
重
視
す
る
藤
谷
町
長
は
、
野

放
図
な
観
光
開
発
へ
の
危
機
感
を
強
く
し
、
土
地
所
有
者

に
対
し
売
買
等
の
取
引
を
自
粛
す
る
よ
う
行
政
指
導
を

行
っ
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
環
境
庁

に
対
し
、
買
上
げ
を
要
請
し
た
が
、
一
度
開
墾
さ
れ
た
土

地
は
買
上
げ
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
の
見
解
で
実
現
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
間
に
不
動
産
業
者
に
よ
る
買
収
は
、
離
農
跡
地
全

体
の
六
〇
％
以
上
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
第
二
次
田
中
内
閣
の
退
陣
に
よ
っ
て
二
年
余

り
続
い
た
土
地
投
機
ブ
ー
ム
は
大
波
を
引
く
よ
う
に
去
り
、

離
農
跡
地
買
収
の
動
き
も
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
状
況
下
の
一
九
七
五
年
、
町
の
指
導
に
よ
り
、

か
た
く
な
に
不
動
産
業
者
の
買
収
を
拒
ん
で
い
た
八
人
の

開
拓
者
か
ら
、
守
り
抜
い
た
離
農
跡
地
を
町
に
買
上
げ
て

ほ
し
い
と
の
「
請
願
書
」
が
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ

の
請
願
行
動
が
「
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
」
を

起
こ
す
動
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

藤
谷
町
長
は
、
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
自
然
保
護

条
例
を
制
定
し
た
町
の
責
務
か
ら
も
、
こ
の
離
農
跡
地
の

保
全
は
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
考
え
、
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
悩
む
日
が
続
い
て
い
た
。

　「
知
床
で
夢
を
買
い
ま
せ
ん
か
」
全
て
の
開
拓
跡
地

　
を
保
全

　

開
拓
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
藤
谷
が
最
初
に
考
え

た
の
は
、
成
田
闘
争
の
戦
術
で
あ
る
「
一
坪
地
主
運
動
」

の
分
割
・
分
譲
方
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
筆
や
所
有
権

設
定
の
問
題
な
ど
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
こ
と
か
ら
断
念
し
、

何
と
し
て
も
町
が
一
括
し
て
取
得
す
る
こ
と
を
考
え
た
が

構
想
を
ま
と
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
構
想
を
実
現
へ
と
導
い
た
の
が
、朝
日
新
聞
の「
天

声
人
語
」
で
、
一
九
七
七
年
の
一
月
に
英
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

一
九
世
紀
末
、
三
人
の
市
民
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
こ

の
運
動
は
、
産
業
革
命
後
の
荒
廃
し
た
国
土
や
歴
史
的
な

建
造
物
な
ど
を
買
上
げ
て
保
存
し
て
い
る
も
の
で
、
取
得

資
産
の
す
べ
て
は
会
員
や
篤
志
家
の
寄
贈
で
賄
わ
れ
て
お

　

関　

根　

郁　

雄

斜
里
町
・
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み



27 北海道自治研究 ２０１４年８月（Ｎo.547）

り
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
市
民
運
動
を
起
こ
す
こ
と
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
を
何
度
も
読
み
返
し
藤
谷
町
長
は
、
ま
さ

に
天
の
声
と
躊
躇
な
く
決
断
し
た
の
で
あ
る
。
翌
月
の
新

年
度
予
算
会
見
の
場
で
、「
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

運
動
」の
構
想
を
自
か
ら
発
表
し
た
。
そ
の
呼
び
か
け
は
、

国
立
公
園
の
現
状
と
町
財
政
の
窮
状
を
訴
え
、
開
拓
離
農

者
の
救
済
と
自
然
保
護
の
両
面
か
ら
全
国
の
人
々
に
協
力

を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

後
に
、
運
動
の
象
徴
と
な
っ
た
「
し
れ
と
こ
で
夢
を
買

い
ま
せ
ん
か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
具
体
的
に
は
、

開
拓
跡
地
を
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
の
分
譲
方
式
と
し

て
、
価
格
は
八
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
所
有
権
は
斜
里

町
名
義
と
し
一
括
管
理
す
る
。
い
わ
ば
、
寄
付
者
は
精
神

的
な
地
主
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

会
見
翌
日
か
ら
、
各
報
道
機
関
が
大
き
く
取
り
上
げ
、

電
話
や
手
紙
な
ど
に
よ
る
照
会
が
殺
到
し
た
。

　

そ
の
反
響
の
大
き
さ
に
、
全
国
紙
や
大
手
機
関
誌
、
テ

レ
ビ
の
報
道
番
組
な
ど
で
も
取
り
上
げ
た
た
め
、
第
一
次

目
標
と
し
て
い
た
寄
付
金
は
予
想
を
上
回
る
速
さ
で
達
成

さ
れ
る
。
特
に
、
藤
谷
の
構
想
を
決
定
づ
け
た
「
天
声
人

語
」
で
、
数
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
読
者
を
含
め
爆
発

的
な
参
加
者
の
拡
大
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た

め
、
最
初
に
開
拓
者
か
ら
要
請
を
受
け
た
離
農
跡
地
を
含

め
、
第
三
者
に
渡
っ
た
す
べ
て
の
民
有
地
約
四
七
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
保
全
対
象
と
し
て
完
全
取
得
を
め
ざ
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　

最
終
的
な
寄
付
金
目
標
は
、
土
地
の
取
得
費
、
植
林
費

用
、
事
務
費
な
ど
を
含
め
て
設
定
し
た
目
標
額
五
億
二
二

〇
〇
万
円
は
、運
動
開
始
か
ら
二
〇
年
目
の
一
九
九
七（
平

成
九
）
年
三
月
、
約
四
万
九
千
人
の
支
援
に
よ
っ
て
達

成
し
た
。
こ
の
間
、
民
有
地
全
体
の
九
五
％
以
上
を
買
上

げ
て
保
全
し
た
。
ち
な
み
に
、
残
り
は
二
〇
一
〇
（
平
成

二
二
）
年
ま
で
に
全
て
買
上
げ
て
完
全
取
得
を
達
成
し
て

い
る
。

　
土
地
保
全
か
ら
森
の
再
生
へ

　

開
拓
跡
地
の
保
全
を
訴
え
た
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
運
動
は
、
目
標
額
達
成
後
の
運
動
展
開
を
模
索
し
て
い

た
。

　

次
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
精
神
を
継
承
し
、
運
動
地

を
原
生
の
森
へ
と
誘
導
し
生
物
相
の
復
元
を
含
め
て
生
態

系
の
循
環
を
再
生
さ
せ
る
と
い
う
遠
大
な
目
標
を
掲
げ

た
。
一
九
九
七
年
六
月
、
こ
の
新
た
な
運
動
「
一
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
運
動
の
森
・
ト
ラ
ス
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

寄
付
金
は
一
口
五
千
円
で
、
参
加
者
の
植
林
機
会
の
提
供

な
ど
を
約
束
し
た
。
ま
た
、
運
動
の
根
拠
と
な
り
、
運
動

地
の
永
久
保
全
を
担
保
す
る
た
め
に
「
譲
渡
不
能
」
の
条

項
を
設
け
た
画
期
的
な
「
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運

動
地
保
全
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
森
の
再
生
事
業
は
、

よ
り
科
学
的
な
知
見
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
す
る
た
め
、

大
学
や
研
究
機
関
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
森
林
再
生
専
門

委
員
会
を
組
織
し
、作
業
は
す
べ
て
運
動
地
内
で
完
結
し
、

植
生
構
造
の
急
変
を
避
け
る
こ
と
や
、
生
物
相
の
復
元
に

あ
た
っ
て
遺
伝
子
汚
染
の
防
止
な
ど
、
森
づ
く
り
の
憲
法

と
も
い
う
べ
き
「
不
変
の
原
則
」
を
謳
っ
て
い
る
。

　

年
次
作
業
は
、
運
動
地
を
五
区
画
に
分
け
て
回
帰
作
業

を
四
回
繰
り
返
し
、
二
〇
年
ご
と
に
到
着
地
点
の
中
期
目

標
を
さ
だ
め
、
最
終
目
標
と
し
て
一
〇
〇
年
～
二
〇
〇
年

先
の
完
全
復
元
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
の
森
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
で
あ
り
、
運
動
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
協
力
企
業
や

知床連山の麓に広がる100平方メートル運動地
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学
生
の
体
験
実
習
な
ど
年
間
延
べ
一
〇
〇
人
以
上
が
作
業

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

森
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
植

生
へ
の
影
響
で
あ
る
。
知
床
半
島
の
エ
ゾ
シ
カ
は
一
九
九

〇
年
代
以
降
個
体
数
が
急
増
し
た
が
、
運
動
地
の
再
生
事

業
が
始
ま
る
時
期
（
一
九
九
七
年
）
と
重
な
る
。
近
年
の

一
斉
調
査
に
よ
る
と
、
半
島
全
体
で
四
カ
所
に
大
き
な
越

冬
地
が
あ
り
少
な
く
と
も
一
万
頭
が
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
下
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

越
冬
地
の
一
つ
が
運
動
地
を
含
む
岩
尾
別
地
域
で
、
既

に
、
嗜
好
性
の
高
い
樹
木
な
ど
の
植
生
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
た
が
、
専
門
委
員
会
議
は
原
則
と
し
て
生
態
系
保

全
の
観
点
か
ら
エ
ゾ
シ
カ
の
人
為
的
調
整
は
行
わ
な
い
と

し
て
い
た
。
し
か
し
、
防
鹿
柵
の
設
置
や
防
護
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
保
護
作
業
の
人
的
労
力
や
費
用
負
担
が
予
想
以

上
に
大
き
く
、「
シ
カ
と
の
戦
い
」
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
知
床
の
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
、
環
境
省
は

「
知
床
半
島
エ
ゾ
シ
カ
保
護
管
理
計
画
」
を
定
め
、
エ
ゾ

シ
カ
の
管
理
手
法
の
一
つ
と
し
て
個
体
数
調
整
を
位
置
づ

け
た
た
め
、
運
動
地
内
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
も
転
換
し
二
〇

一
一
（
平
成
二
三
）
年
か
ら
捕
獲
実
験
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
実
験
で
運
動
地
の
植
生
分
布
が
、
少
し
ず
つ
変
化

の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
実
験
と
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
そ
の
成
果
を
注
意
深
く
見
極
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
知
床
の
夢
の
実
現
に
む
か
っ
て

　

自
治
体
が
す
す
め
る
全
国
初
の
自
然
保
護
運
動
は
、
藤

谷
町
長
の
自
発
性
と
先
見
性
に
加
え
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
生
み
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
藤
谷
自
身
の

心
底
に
あ
っ
た
「
地
方
自
治
に
ロ
マ
ン
」
の
精
神
と
も
い

え
る
。
藤
谷
は
、
在
任
中
、
自
ら
の
哲
学
に
基
づ
き
様
々

な
施
策
を
発
案
し
実
践
し
た
。
全
国
に
先
駆
け
た
福
祉
政

策
の
実
施
、
様
々
な
環
境
施
策
や
教
育
改
革
、
一
人
で
は

実
現
で
き
な
い
と
思
う
や
全
国
の
革
新
的
な
自
治
体
首
長

と
連
携
を
図
り
国
な
ど
に
対
し
制
度
の
見
直
し
を
訴
え
た
。

　

町
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
し
て
い
る
。「
私
た
ち
は
天
与
の
自
然
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
に
そ
の
輪
が
広
が
っ
た

知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
は
、
そ
の
一
つ
の
実
践

の
場
で
あ
っ
た
の
で
す
。
ど
う
か
そ
の
精
神
を
受
け
継
い

で
く
だ
さ
い
。（
略
）
か
け
が
え
の
な
い
人
間
の
ふ
る
さ

と
を
守
る
た
め
に
…
…
」。
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ

ス
ト
運
動
と
、
知
床
の
世
界
遺
産
登
録
に
大
き
な
影
響
と

役
割
を
果
た
し
た
知
床
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
は
、

開
始
か
ら
三
八
年
の
時
を
刻
み
、
藤
谷
が
渡
し
た
緑
の
バ

ト
ン
は
五
人
目
の
現
首
長
の
手
に
渡
り
、
そ
の
精
神
を

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
一
〇
〇
年
、
二
〇
〇
年
後
の
ロ

マ
ン
を
求
め
て
今
も
走
り
続
け
て
い
る
。

＜

せ
き
ね　

い
く
お
・
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
理
事
長＞

【
参
考
文
献
】
藤
谷
豊
『
し
れ
と
こ
の
町
で
』
（
毎
日
新
聞
社

　
　
　

一
九
七
八
年
）、（『
生
物
の
科
学
・
遺
伝
』「
特
集　

守

　
　
　

り
伝
え
た
い
日
本
に
あ
る
世
界
自
然
遺
産
」（
Ｎ
Ｔ
Ｓ

　
　
　

二
〇
〇
七
年
九
月
号
）、
辰
濃
和
男
・
関
根
郁
雄
・
深
沢

　
　
　

博『
よ
み
が
え
れ
知
床
』（
朝
日
新
聞
出
版
二
〇
一
〇
年
）

表　100平方メートル運動の参加者数と寄付金の状況

区　　　分 期　　　間 参加者数(人) 寄付金額(千円)

知床100平方㍍運動

1977(昭和52)年３月

～

1997(平成９)年３月

49,024 522,534 

100平方㍍運動の 

森・トラスト

1997(平成９)年６月

～

2014(平成26)年５月

16,496 300,704 

合　　　　　　　　　計 65,520 823,238 

（斜里町役場資料より作成）


